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１ 日 時

令和２年１１月１４日(土)午前８時３０分～１２時００分

２ 実施場所

桜島全域、溶岩グラウンド、桜島補助体育館

３ 主な訓練

（１）町内会（自主防災組織）、消防団等が連携し、タイム
ラインに基づく住民主体の避難訓練

（２）避難促進施設（全３２施設）の避難確保計画に基づく
避難訓練

（３）避難用バスの確保からバス避難までの実践に即した訓
練の実施

（４）関係機関等による避難支援及び残留者捜索等

令和2（2020）年度 島外避難訓練
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～「自助・共助・公助が連携したタイムライン

に基づく実践的な桜島避難訓練」～
【地域での取組】

(1) タイムラインに基づき、消防団、町内会及び民生委員等が連携

した住民主体の避難訓練

【避難促進施設での取組】

(2) タイムラインに基づき、避難促進施設（桜島苑等）、施設所管課

及び協定締結施設等と連携した施設利用者の避難訓練

【全体総括的な取組】

(3) 防災関係機関等による、自助・共助で対応困難な要支援者・残

留者等の把握及び避難支援

訓練のコンセプト
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予定時間 内 容

０８：３０
～

０９：３０

要支援者等避難支援のための準備開始
①現地災害対策本部での活動調整
○消防団、町内会、民生委員等及び避難促進施設は、タイムラインに基づき、
要支援者及び施設利用者の避難支援について調整

０９：３０
～

１０：３０

噴火警戒レベル４（全島）へ引き上げ⇒避難準備・高齢者等避難開始発令（防災
無線）
②消防・警察等による避難支援（戸別訪問・交差点における要員配置等）
③避難促進施設の施設利用者避難（関係機関による避難支援）

１０：３０
～

１１：１５

噴火警戒レベル５（全島）へ引き上げ⇒避難指示発令（防災無線）
④消防、警察、海保、自衛隊等による残留者捜索（ヘリ等含む）
○各地区の残留者状況を逐次、消防等は把握し、現地災害対策本部へ報告

１１：１５
～

１２：００

残留者の最終確認、防災関係機関の撤収準備
○住民、観光客、避難促進施設、工事関係者等の避難状況の把握（現地本部）
○残留者発見時の適時適切な救助（防災関係機関による）
○防災関係機関等の段階的撤収

１２：００ 訓練終了

住民避難訓練における防災関係機関等の動き
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